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論文審査の要旨 

 

平城京コホートスタディに参加した 60歳以上の 1117名のうちの眼科検査を行った 945

名についてMini Mental Examination Testによる認知機能と白内障手術の既往につい

ての横断解析した疫学研究である。 

対象者の平均年齢は 71.7±7.1 歳で、白内障手術既往ありは 166 名、認知機能障

害ありは 317 名であった。白内障手術既往あり群は手術既往なし群と比較して有意に

視力が良好で、年齢調整モデルで認知機能障害のオッズ比が有意に低い結果であ

った。視力、年齢、性別、Body-Mass index、教育歴、世帯収入、高血圧、糖尿病、主

観的睡眠の質、うつ症状、日中活動時間を共変量とした多変量ロジスティック回帰分

析で、白内障手術既往あり群は白内障手術既往なし群に対して認知機能障害のオッ

ズ比が有意に低かった。MMSE23 点以下の認知機能低下を認める 36 名を除いた解

析でも同様であった。白内障手術既往あり群で認知機能障害を認める割合が視力と

独立して低かった。 

国内外での複数の先行研究で白内障手術の有無と認知機能の関連がすでに報告

されており本研究も同様の結果であった。本研究では視力や年齢で調整しても眼内レ

ンズ群の方が認知機能良好であり、交絡因子を検討し、白内障手術により光透過量が

増加することが認知機能に影響する可能性が示唆された。これらから本研究は医学研

究領域に十分な priority があり、結果の解釈も適切と考えられる。白内障手術は視力

改善だけではなく認知機能にも大きな影響を与える可能性を示し、認知機能における

白内障手術の有用性を明らかにした有意義な研究と評価される。公聴会における質

疑応答も的確であり、博士の学位に値すると判断した。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに医学の進歩に寄与する

ところが大きいと認める。 
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